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田中 ただいまから「初等＠中等教育段階から始まるキャリ というテーマで、パネルディス

カッションを開催したいと思います。

いたします名古屋大学の田中でございます。よろしくお願いいたします。

まず、本日おいでいただきましたパネリストの先生方をご紹介いたします。

私のお隣ですけれども、水野知親先生。現在、愛知県の総合的な労働行政機関であります愛知労

働局の職業安定部長のご要職にあります。年度末のご多忙の中をご参加いただきました。

きまして、 ございます。

されておられます。 はドイツの職業教育でありまして、現在、厚生労働省の日本版デュ

ておられます。また、文部科学省の「キャリア教育の推進に関す

のメンバーでもございました。

アノレシステム

る

そのお隣でございますけれども、

ですが、 l年生の必須科目である「産業社会と人間jを担当なさっておられます。また、

省が主催する「産業教育プログラム地域産業協力型教育推進事業jに応募され、

携をしまして生徒の進路観ですとか就労観をはかるプロジェクトに参加されました。その概要は中

も発表されています。

最後になりましたけれども、石川久美先生です。 な

さっておられます。附農学校では進路指導部と協力しながら、キャリア教育の中心的教科でありま

す「総合人間科jを当初から推進されてこられましたキーパーソンのおl人でございます。

それでは、私の方から、今回のパネルディスカッションの趣旨の説明と

いただきます。
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の中で「キャリア教育Jという名称が、 として

たしましてからちょうど4年経ちました。昨年の末あたりから「キャリ ですとか fキャ

fキャ 1)

ましては、 いよいよキャリ

しかしながら、 fキャ 1)

れております。また、本年1月28日に

されました。そ

ということができるのではないかと思いま

と問われますと誰も答えられないわけ

り

におき

つまり、

んなカリキュラムで行なうのかについては、

と定義されておりますが、具体的にど

はされていますが、決まっておりません。どのよ

うなカリキュラムをもっ られるのか。関孫者が考えて欲し

いというメッセージかと私は了解しています。

したがいまして、本日はブロアの皆議からも いただきながら、このシンポジウムでキャ

あぶり出す。できましたら、どん り入れたら良いのか。そういう

ができたらと思います。

もう一つの狙いでございますけれども、キャリア教育はなぜ初等＠ ら始めなければな

らないのか。そして、何を一体目指すのか。こういう問題について深く考える

います。つまり、学校から社会へのスムーズな移行をどうするかという視点です。

に入る前に、本日のテーマであります「フリーターの問いかけるものJにつ

しておきたいと思います。

と

フリーターの意味は種々定義されておりますけれども、様々でございます。 200万人とも400万人

とも言われております。ここでは国民生活白書の図をお示ししていますが、 1990年に183万人であっ

たものが2001年で417万人と倍増しています。「フリーターJという用語ですが、詳しくはここでは

しませんけれども、一般的には15歳から34歳までの定戦を持たずにパートやアルバイト

をしている若者としてご理解いただけたらと思います。

次に、失業者の推移を追ったヂ…タですが、紫~が15裁から 19歳の者で、 2002年現在で12%£！上。

、線が我が国の完全失業主容を示していますが5%となっております。いずれも1990年か

ら大幅に伸びています。 20歳から24議、 25裁から29裁も高いわけです。

しでも進学もせず、仕事もしないという無業者の方も92年で大卒の場合3万人であったもの

が12万人います。つまり20%近くが無業者ということでございます。無業者が12万人いて、しかも

若年失業率が10%近いということは、この国の将来を憂うる者として何らかの手を打たなければな

らない。そうしなければ21世紀の日本はないわけでございます。これに対し、国はどのよう

っているのか、また、

ございます。

はどう対応していくのかという り

それでは、水野部長にお向いしたいのですが、愛知県のフリーター問題ですとか、

どう捉え、どのような対策を打たれているか。この辺からご説明をお願いしたいと患いま

す。

ただ今ご紹介いただきました愛知労働局の水野と申します。私の方からは、
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の状況につきまして、愛知の状況がどうなっているのか、また、フリーターや若年者の煙用の

問題につきまして現在どういう対策を攻っているのかということと、さらに、

するために、昨年6月、国の方から打ち出されました f若者自立＠挑戦プランJというものがある

わけですが、その ＠挑戦フ。ランJ として今後どういう対策を取ってい

くのか、

ています。

しをさせていただきたいと思います。

の状況についてですが、愛知県は全体としては、他の県よりも雇用の状況がよくなっ

の良し悪しを見るには脊効求人倍率や完全失業率という数字があるわけですが、

この数字が他の県より良くなっています。

たとえば有効求人語率を見てみますと、直近の 1月の愛知県の有効求人能率は1.24倍でございま

して、これは全国的に見てみましでも、関東の群馬県に次いで全国で2番目に高くなっております。

それだけ愛知県の場合は、企業から私どもの安定所の方に出していただく求人が多く、求職者の方

にとりましでもそれだけ就職のチャンスが多いということになっているわけです。

いて見ましでも、愛知県の完全失業率は昨年10月から12月の平均で4%となって

おります。同じ時期の全国の完全失業率が4.9%でございますので、これと比べますと、愛知県の

れだけ失業されている方が少ないということになるわけです。

ところが、愛知県でもたとえば24歳以下ということでみますと、何と8.1%という高い数字にな

ります。先ほど黒全体の完全失業率が4%だと申し上げましたが、 24歳以下の若い人の完全失業率

はその倍以上の高さになっているわけでございます。

つまり、愛知県全体としては他の県に比べれば麗用構勢は数字で見る限りは喪いのですが、

人に限ってみますと愛知県も地の県と同じように大変厳しい状況にあるわけでございます。

今お話をしましたのは学校を卒業した人を含めた若い人全体の状況ですが、高校生の場合は愛知

県が他の県よりも求人が多いこともございまして、就職の内定状況も他県よりは比較的いいわけで

す。しかし、大学生は、なぜか他の県より悪くなっている状況でございます。

おきます若年者の雇用の状況はお話ししたとおりですが、そういった状況の中で私ども

愛知労働局として、どのような対策を寂っているのか、お話しさせていただきたいと思います。

先ほどもお話をしましたように、若年者の場合は失業率が高くて、就職自体が難しい状況にあり

ますが、もう 1つの問題は、せっかく就職しでもその仕事をすぐ辞めてしまうという問題もあるわ

けでございます。

今お話をしました2つの問題のうち前者の問題、つまり就職巨体が難しいということにつきまし

ては、私どもの公共職業安定所の方で中学生や高校生の就職の支援、呉体的にはそれぞれの生徒さ

んに少しでも合った求人を探してきたり、あるいは就職間接会を開催し、就職を希望される生徒さ

んと採用しようとしている企業がうまく出会えるようなチャンスを作ったりしているわけでござい

ます。

それから、先ほど大学生の方は厳しいと申しょげましたけれども、「愛知学生職業センタ－Jと

いう大学生や越大生専用の安定所を設けております。それから、学校を卒業した若年者につきまし

ては「ヤングワークプラザあいちJ、これも住友生命ピんのお階にございます。この「ヤングワー

クプラザあいちjは若い人専用の安定所でございまして、こちらの方で若い人に合った支援をさせ

ーはー



ていただいておりま

就職につきましでは私ど といたしましても、 中でさらに対象を細かく分け

て、できるだけそれぞれに合った支援をさせていただいているつもりです。 、人の場合、

せっかく就職されでもすぐ辞めてしまう人が多いということです。 して就職してから 3

にどれくちいの人が辞めてしまうかといいますと、

が約3割で、それぞれ？割、 5軒、 3割ということで

く就職されでも 3年間にこれだけ多く

と言っているわけですが、せっか

られてしまいます。せっかく厳しし

線をくぐり抜けて就職できたのに、なぜこれだ てしまうのかといいま

すと、やはり若い人の側からすると、そ てはみたものの、こん

ことがあるのではないかと

といたしましでも、

います。

っています。もしそうだとしたら、若い人にそ

にその人に合った仕事を紹介できたのかどう

らないと

もう ことは、就職される若い方ご自身が就職する前に、自

何か、あるいは、自分がこれから就こうとしてい どういうものか。

かっfこという

した手ムど

しなければな

にやりたいことは

しい言葉で言います

と自己理解や職業理解ということになるのですが、この理解ができていないと、せっかく就職され

でもなかなかうまくし、かないのでは思うわけです。

は、先ほどご紹介しました若年者専用の安定所である fヤングワークプラザあいちjですが、

ここに毎日、大勢の若い人たちが仕事を探しに来られています。しかし、そういった方々の半分以

上の人は自分が何をやったら良いのか分からない方々であるのです。こういった人たちに

の方でも、どういう社事を紹介したら長いのか分かりませんし、

もうまくいかない可能性が強いわけです。

そういった意味で、若年者の就職の問題を解決するためには、

したとして

ししました職業理解や自己

理解、つまり働くということはどういうことか、自分は何をやりたいのか、あるいは自分はどんな

仕事に向いているのか、さらには自分が就きたいと思っている仕事は実際にどのようなものか、

について理解を深めることが非常に重要だと思うわけでございます。

こうした職業理解や自己理解につきましでは、できるだけ早くから始めた方がいいわけで、本日

のパネルディスカッションのテーマでございます「初等＠中等教育段階から始まるキャリ

は非常 と思っております。

少し時間をいただき今後の話をさせていただきたいと思います。先ほども少し申し上げました

自立＠挑戦プランjです。いま、若い人たちの麗用が大変厳しくなっているわけですが、こ

ういった状態が続きますと就職できない若い人ご自身にとっても非常に深刻な問題であるばかりか、

、人たちに働く機会が与えられませんと、働くことによる仕事の能力を伸ばす機会も失われます。

つまり、日本の将来を担う人材も育たないわけで、これは社会全体にとっても非常に大きな問題で

す。これはやはり政府全体で取り結まなければならないということで、昨年6月、私どもの厚生労

働大臣、それから文部科学大在、経済産業大臣、経済財政政策担当大臣の4人の大臣が集まり、取

りまとめたのが「若者自立・挑戦プランJです。この中には、 4つの省庁の施策がいろいろと盛り

込まれているわけですが、基本的な考え方は、これらの関係省庁が連携をして、総合的な対策を進
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めていくということ、

でございます。

はなくて地域の して販り ょうということ

ししました総合的な対策については、日本だけではなくて、ヨーロッパ諸国でも検討され

ていることです。若年者の就職の問題を解決するためには、就職のことだけを考えていてもうまく

いかない部分があるわけで、それと密接に関連する教脊の問題や、若い人たちに鶴く場を提供する

こと じていかなければなりませんO

じられるかといいますと、

るためのキャリ

ちで職業に関する ったり、 ボランティアの体験をすること

もあるわけでございま

これは後ほど寺田先生から詳しいお話があるかと思いますが、企業におけ

ュアノレシステムもこれから始まります。

どういうことが行なわれるかといいますと、 ＠挑戦プラン

自分た

るといっ

きまして

この7月に愛知祭が、若年者のためのワンストップサーピスセンタ一、これは通称ジョブカフェと

呼ばれておりますけれども、若年者のためのワンストップサービスセンターを作ります。名前のと

おり、ここに来ますと職業や能力開発あるいは創業支援に関する情報提供を受けます。創業支援と

いうのは、若い人が会社に麗われて働くのではなくて、ご しようとい

う場合lこ、必要ないろいろなノウハウ等の靖報を提供するというものでございます。そういった創

ための情報提供。それから、インターンシップ等の職場を体験する機会の提供。あるいは、

キャリアコンサノレティングといった、若年者の就職に必要な支援がここですべて受けられます。こ

こでは若年者に対する職業紹介も行ない、私どもの「愛知学生職業センタ－Jや「ヤングワークプ

ラザあいちjも一緒になってサービスを提供することにしております。

田中 水野部長どうもありがとうございました。 ＠挑戦プランjをわかノりやすく説明い

ただきました。今のキーワードでございますが、何をやっていいかわからないという

多いというご発言がありました。それと、職業理解、岳己理解をどうするかという

ました。また後ほど議論させていただきたいと思います。

いたいと思います。先iまども申し上げましたように、

され

は文科

省の「キャリア教脊推進に関する総合的調査協力者会議Jのメンバーでございました。先生からは、

我が国のキャリア教育推進の発端、意義、それから今後の方向、また、日本版デュアノレシステムと

どんなものなのか、本場のドイツとどう違うのか。こんな点についてお話をお願いしたいと

思います。よろしくお願いいたします。

日は県の高等学校の先生方にたくさんおいで

いただいているようにお見受けします。どうもありがとうございます。お手元にレジュメを用意し

ましたが、日本版デュアルシステムについては、これは私が現在一番苦闘していることですが、後

ほど、補足のところで扱わせていただきます。「閣の指針立案への参画経験に基づ、いて」という
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題をつけさせていただいたのですが、この5～6年、研究者として、総合学科の問題も含めて、文

出かけることになりまして、お役所と経済界の中で研究者がいかに研究的

してやっていくかということの難しさをつくづく感じております。しか

らかくなってきまして、たとえば文部科学省あたりも地方分権ということ

レベルでもそうですね。私たち研究者の意見を反映しながち、いい指針を

も

しま

作るかということ

形成でございま

も

ま

そういうことにも

は確か

ご理解いただきたいと盟、いま

る

られているのが現在の私のキャ 1）ア

はあるのですが、私たち

させていただければと思いま

その前に、キャリア教育の理念の展開と

ほど田中先生からもご紹介がありましたように、キャリ

させていただきますと、

アメリカ

るまで、あるい

と地域社会挙げて

フ。ログ、ラム、 と

し

プログラムと

いうふうに、非常に大きく捉えられています。つまり、学校教育制度とか学校あるいは地域にまた

がった非常に大きな制度的理念という形で位置づけられておりますし、

もこうした観点から様々なコースや特色のある学校が制度化されています。

それに対して、特徴は、かつて中学校で職業家庭科というのがあり、そ という

域があったわけですが、 1958年にこれがなくなり、以後、進路指導という言葉に変わりました。そ

の進路指導は今回のキャワア教育会議の大変大きな反省事項であったのですが、実態はよく批判さ

れるように、生徒をどの学校に進学させるか、あるいは就職させるかという、個別の生徒の進学先

あるいは就職先の配分というような傾向が非常に強かったわけです。｛国々の生徒に対するカウンセ

リングとかガイダンスということで、内容は進学先、就職先を斡旋する、あるい

うものであったわけです。

る、とい

そういうものから、もっと して教育の問題として、クラスあるいは教科の指導の内

として、しかも生徒の将来のキャワア発達という観点から捉え産していきましょう、と

されているわけですが、少なくとも過去の進路指導というのは上に述べたような問題がありました。

そういう中で当然、反省があったわけで、 1970年代を通してアメリカでキャリア教育運動が起り、

それが日本では幸か不幸か、進路指導の強化という観点から進路指導の関掠者がキャリ

介したという経緯があります。こうしたことがあり、我が国ではキャリア教育はどちらかといいま

すと従来型の進路指導を新しい、もっと充実した、計躍的なものとして改造していくという

いが強い背景があろうかと思います。

りますが、そ

資料のなか

でおきました。

という図があ

しまし

じたキャリア

に学校の中に導入して

て、狙いは向であるかというと、 3つありました。 1番目

る方策を検討するO 2番目が、キャリアアドバイザー

η
i
 



いく持制づくりをどうするか。 3番目が、 どのカウンセ 1）ン

る内容でございました。

る

つ

るいは研修をどうするか。こ

りかけまして出ましたものが

ポイントで、わかりやすく

おけ

1であります。そこでは、

ど、キャリ

ほどご説明のあったよ

3つに分けて説明し

てあります。キャリ く

というところにポイント

とし1うこと あります。私なりに忠

いますに、 はSつくらいだろうと つまり、

と とし る。これが1

ものはまだ出ていませんということでしたが、その一端はこ

にも蓄かれでございますので、ぜひご参照、いただければと思います。文科省は新しいものをやると

きは必ず指導資料というものを作ります。たとえば「産業社会と人間Jという教科に

あるわけです。学習指導要領ではないけれども、先日、担当官に開きますと、それに準じたものを

現在作っている段階でございます。

2番目は、これが非常に大きいと思うのですが、こういう

どう実践していくかという問題が重要なわけです。たとえば、すで

で＼この1月でしたか、愛知県の学技、特に高等学校におけるキャリ

出して、

も

いう検討がすでに始まりました。

いは学校教育制度の中にどう入れていくかということで検討が始まっています。

どうするかと

り、ある

して、キャリ

る上でのひとつの大きな障害といいますか、問題点＠課題は、基礎学力充実という

との関係、あるいは、最近問題になっております学力低下論をどう克服するかという

ります。両者は対立するものではないと私は思っておりますけれども、たとえば

関」というのが今年から始まっております。こういうものは次回の学習指導要領改定でも考え方は

されるでしょうし、総合的学習の時間であるとか、あるいは高等学校の総合学科であるとか、

されているインターンシップであるとか、こういったところを基盤にしなが

に位置づけられていくということであろうかと忠、います。

3番目に、インターンシップなどの体験活動をキャリア教育の重要な内容として考えていく。

先ほど、キャワァ教育というのは日本では進路指導をもっと系統化し、計語化することだと申し上

げました。もちろん職業教育というものにつながってし吋要素があるわけです。そ

けど、これは伝統的な捉え方からしますと進路指導というのは、青少年に対して将来の進路に関す

る情報を提供すること。そして、彼らの進路に対するなにがしかの経験をさせること。 4番目に、

そういう活動を過して程々の子供たちの職業選択をはっきりさせていく。 5番目には、そのための

昭別のカウンセリングあるいは支援が必要で、あるO 8番目には、そういうことを通し

年を進学先あるいは就職先に斡旋するなり仲介するということです。さちに加えれば、

捺に進学先を決めた後のアフタケアO こういった6つの内容からなると言われているわけです。

ところが、進路に関する情報をきちんと伝えること、それから、一番不足していたのが経験とい
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うこと

に対する

し なさいということを、ずっとやってきたわ それ

中あるい していくことが今、 さ

れているところでございま

いろいろございますけれども、用意しましたレジュメをお

がたいと思いますn 後ほど若干補足をさせていただきます。

田中

キャり

しては新しし

りがとうございました。これまでは、

とし

という

と

いただきました。

ること。

り

いと私にはJ臣、えました。ありがとうございました。こうした施策の下lぶ

ように生徒の職業観や勤労観に向けての教育がなされているか。最初に、

とし らお話願いたいと思いま

しいただければあり

それから、

らのキーワードと

ることがカギ、らし

はどの

り

伊藤 と中します。大した し上げられませんが、 っている

させていただきたいとJ思います。

その前に、本校の紹介を若干申し上げたいと思います。本校は、

校なのですが、総合学科に移行しましてこの3月で5年です。以前

ざいまして、就職者が圧倒的に多かったのですけれども、

＠進学が3分のlず、ついました。 5年自になりますと

分が進学、残りの半分を2等分して、 4分の lずつが就職と

そもそも総合学科ができた経緯ですが、

も、先行した所は10年自になりました。本校は愛知県とし

ザぜ、

」

うち

てまいりまして、

という斉三になっておりま

6府県ほどですけれど

見ても総合学科ができた経緯はいろいろ背景があったようなのですけれども、一番大きな要因はや

はり高校中退者の増加が背景にあると開いております。というのは、従来のよう

中で進路指導が行なわれていたのですが、やはりそうはいか

なくなり、高校中退者が増えてきた中で、高校の中でも進路指導をゆとり持ってやろうという

で総合学科ができたと酷いております。本校の前身も、先ほど申し上げたように就職す

かったのですが、先ほど水野さんのお話にありましたように離職者も多かったようです。私が現任

校に来たのも総合学科に変わったのと同じ 5年前ですから、それ以前のことは詳しくは承知してい

ませんが、なかなか生徒指導が大変だったと、よく器いております。本校でキャリア教育に近いの

は、お手元の資料にあります「産業社会と人間jという授業が該当するかと思いますが、これは総

合学科の学校が必修としております。 1年生で週2時間やっており、形態は様々なのですけれども、

本校では校外へ出たり、講演をお開きすることもあり、水曜日の午後、 5• 6時関連続lこ設定して

おります。総合学科の特徴の一つに選択科自が非常に多いということがありますが、大体200近く

教科がありまして、土曜日が休業になりましたので、いろいろな活動を含めまして1週間が30時間

あるのですが、選択科告はl年生が週4時間、 2年生が約半分の16時間、 3年生は？軒ちょっとあ
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ります。こういった選択科目の何を寂るかというのは、 あるいは進学しでもその

いておりますので、選択科目を決定する際卒業後の就職でどこに行くかということと

には我々も非常にエネルギ

ことを言いますと200通り

ろもあります。逆に言いますと、そこ

が決定づけられてしまいますので、

やっております0

1学年5クラスの200人なのですけれども、

カリキュラムiこ近いようなとこ

り はそ

るい えて科目

8月から 7月にかけて、回数で言いますと 1学期に3田ありまして、 2学期の9月から11月にか

けて4呂、ここで最終的な決定をするわけです。こういった科目を選ぶには、自分の適性とか能力

きわめる必要もありますし、自分を理解することも必要です。あるいは、今の高校生は、

なお仕事をされている万々についての知識が非常に之しいものですから種々体験告させる必

ります。 15年度の例で言いますと、職業適性検査等もありますが、生徒にとって最初にイン

ノマクトがあったのは社会人の講演だったと思います。 4月30日の講演はデジタルコンテンツ制作会

社の管理職の方ですが、いわゆる年功序列、終身麗用制の窮壊などの話は生徒からすると

ところがあったらしく、厳しい時代に来ているのだということを せられたようです。

5月に遠足で企業と大学を訪問させていただきます。そこで一つインパクトがあるようで、

に初めて入ったという生捷も多いので、そこから進学を目指したり、あるいは、企業にお邪魔して

働いている姿を見て仕事に対する厳しさを理解する子もいるようです。

8丹にいろいろな職種の社会人の方をお招きして、社会人の方を閉んで座談会風に話をお開きす

るO 11丹には地域の産業見学があり、本校のある岩倉市の近隣の事業所等を見学させていただくと

いう授業。これも「産業社会と人間Jの大きな行事の一つで、冒頭に結介した中で触れていただい

との事業も、本校では地域の産業見学と称していますが、犬山の万にありますヤマザ

キマザックという工作機械の会社に一昨年はお邪魔させていただきました。

H註型ロケットを製作している飛島工場を見学させていただきました。

キャリアとは護接結び、つかないかもしれませんが、我々がこの授業の中で力を入れていることは、

行事の後に必ず発表会を設けていることです。生徒が自分で見て学んだことを佑の生徒に理解して

もらうということで、プレゼンテーションします。その前に資料をまとめるといった能力も身につ

けさせたい。そのため作文を書かせることから始まり、資料をまとめ、さらにはパワーポイントを

作成し、最後に 1年間の授業を踏まえて、クラスの代表が自分の決意表明をして柊わるのです。

前味噌かもしれませんが、非常にたくましく成長する子もいます。このようにプレゼンテーション

能力のおかげでしょうか、就職希望者は、本校の場合50～60名に満たないのですが、就職状況はば

ぼ100%です。求人 、ただきまして、一般的に

が、本校では相当内定をいただいており、

私自身前任は普通科高校におり、 3

しし1という 聞いています

吋犬況が続いております。

もあります。今から思うとただ大学に入れる

という指導に終始したところもありまして、実際大学に入った後でやめてしまった生徒のことを非

常に残念に患った経験もあるわけです。しかし、本校の場合は進学する子も大学卒業後のことを踏

まえた指導もこうした中で少しやっておりますので、大学に入ってから生徒が大学をやめてしまう
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とか、といったことは比較的少ないように聞いております。

自身も普通科の経験が長いものですから、是非こうしたキャリア教育のよう

にも広めてほしいという期待をしているのですが、実際はなかなか難しいところがあります。一つ

には、

なこともできるだ に行し＼

ジレンマがありま

田中 静藤先生どうもありがとうございました。

をご説明いただきました。この中でも、社会人講師によ

から、実地体験をする前に事前の学習をしっかり行い、

向性が出ているような気がいたします。

るということ

可る躍り、こういっfこキャリ

も ということで、

と人間Jを中心に総合学科の取り

り入れておられる。それ

もなさる。一つ

私の方から 1つだ させていただきたいのですが、 f産業社会と人間Jを中心として 1

生で学んで、総合学科の3 されるO その後、生徒の進路選択にどのような影響を与えた

かといった、アンケートはございませんか。

3年生の秋に、「産業社会と人間jだけではないのですが、総合学科の高校生活全般にわた

るアンケート調査を毎年実施しております。産業社会と人簡を含めた、いわゆるキャリア教育的な

しますと、残念ながら全員の生徒が「非常に役立ったJというところまではいきませ

ん。しかし、退半数の生徒がはド常に有意義だったJという回答を寄せてくれます。そ

印象が残るのは、社会人の方の講演とか学校の外での見学や捧験によって、彼らは大き

受けたようです。必ずしも全員の生徒がこの授業にそれほ と忠、わなかったと答える生徒

はやはり

と人間J

している子で、す。つまり、普通科高校的な子の方が、キャリア

だったなという傾向があるようです。

田中 ありがとうございました。それでは、普通科の高校でございますけれども、石川先生から総

合人間科を中心にした取り組みをご説明願いたいと思います。

五J11 名古監大学附属中。高等学校における取り組みを紹介させていただきたいと思います。

をご覧ください。そのタイトルに「キャリア意識の形成Jとありますが、この「キャリア意識jと

いうのは非常に大きな意味合いで使っております。勤労観とか職業観というものだけに特化したも

のではなくて、

うな非常に大き

の

ライフスタイルを切り開いていく力、デザインしていく るというよ

いただいています。

しているか、卒業式における生徒の答辞を紹介させてい

たいなものだとか、人とのつながりとか、自分で考える力Jこういうも

ってきたと っています。そして、「それらのことを心強く、誇りに思って、そ

れをエネノレギーとしてこれか る苦労を謹々乗り切れるのではないか。社会に向かつて枝を
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伸ばしていきたいjと

こうやって生徒たちが

徒たちの手助けをしています。

しています。

っていってくれるよう 1をしたいと思って、

次に、キャリア形成についてですが、ま

1ます。

いる しましたので＼

3クラスということで、 ら入

「生き

としていますが、それ以外に

そして、それ

していく。こういうプログう

な取り組みをしており、中2、

の2田告があって、

ムになっています。こ

中3で プロジェクトJというプログラムもあります。それから、

して半年間ず、つ授業を行ない

ます。それ以外にも、社会的なスキルを身につけるということで「ソーシャノレライフJが中1から

あります。さらに学校行事の多くは生徒の手に任せています。これらの取組を総合的に考えなが

ちのキャリア形成を育んでいきたいと思っていま

それでは、「総合人間科Jについて資料2をご覧ください。「総合人間科jの大まかな

であります。担当者によって多少変化します。というのは、「総合人間科j

します。たとえば中lですと、中1を持った拒任、副担任、学年代表というふうに、その学年の担

、3
3
し
u喝

ますので、多少色合いが変わることがあります。とはいっても、たとえば中

し中2、高1、高3は主に信人テーマを追究していきます。そして中3と高2は、中3の広島で

の研究旅行、高2の沖縄での研究旅行がありますので、ここはグループ学習となりますけれども、

他の学年は大体、組人研究です。

相人研究は、 ページの「総合人間科のねらいJのなかにありますが、生徒の興味＠関心を

として主｛本的に学ぶことを目的としています。つまり、既成の教科というのは、これだけは

教えなくてはとか、これができたら正解という側面を持っています。しかし、「総合人間科Jの場

は、生徒が興味を持っているものを掘り記こし、それをパックアップしながら、生徒が自分で間

け、それを追究する方法を考えます。そしてフィーノレドワーク先を探して、自分で交渉し

て体験し、それを発表し、研究集録を作成するO それが「総合人間科Jの主な活動内容となってい

ます。ですから、生徒としては興味＠関心が必ず、しも明確でなくても、部活に興味がある子だとか、

ゲームに興味のある子とか、趣味的なものや運動的なものであっても、学ぶ楽しさを再認識してい

くことができるのが大きな特徴かと思います。

昨年の1月に全生徒に対してアンケート いました。「信分のキャリア形成に役立ちま

したかJという質問だったのですが、「大いに役立つJを、 5とし、「どちらでもないJが3、f役

ないJが1といった5段階方式で答えてもらいました。そのときに、一番平均績が高かったの

は、一番影響を受けたのは「友人Jだということで4.5もありました。 2番目に数値が高かったの

が f総合人間科jで、平均値が4.3でした。

6ヵ年を終えて、生徒が卒業していくときには、「総合人間科Jが自分の生き方を考えるのに役

n
L
 
つ山



ったと言って出ていく

んなところが生徒にとっ

いのではないかと思っています。それでは、「総合人間科Jのど

ったのか、具体的な例を挙げておきました。たとえば、「総合人間

た。そ

が

と

り

しています。あるいは、「総合人間科は私にテーマをくれ

た。その上で進路を決定することができたjというように、多く

くれたjf機会をくれた」という表現をしております。そして、

ったという生徒に対し

ましたかJという

くりというのは、

します。こういう

も少なからずいました。

したが、 fフィー／レドワークJ

くりjが19%でし

3ヵ年ですが、そこまで

とめをしたこと

以外の様々な取り組みの中でも、なるべく生徒が考えていけるように、なるべく

るようにというのが本校の基本方針ですので、「総合人間科Jだけではないと思います

が、生徒たちにとっては大きな影響を与えていたのではないかと思っています。

に「生徒のよ箆賂Jと f総合人間科」が関わった例を紹介しておきたいと思いま

たとえば、ある生徒は地球温暖化を高1のときに選び、そこでフィー jレドとし

の所に通い詰めました。調べでは見てもらい、調べでは見てもらいして、とても

げました。そして最後に、高3で推薦入試のときにはその論文を持つ

うですけれども、ずっと研究を続けています。それから、もう 1人の生徒は、う

ちの学校で総合人間科の活動をしていて、そこで得たノウハウを活かし、

インターンシップを行ないました。自分で見つけてきて、交渉して行ったのですけれども、それを

きっかけに政治学に目覚めてAO入試で政治学を専攻しています。

けれども、本校での取り組みを紹介させていただきました。

盟中 どうもありがとうございました。 2週間ほど前に附属学校で研究協議会がございまして、私

も参観しましたが、そこではインターンシップに自分で行かれた生徒の発表などがあって、非常に

感銘を受けました。その中で分かったことは、「総合人間科Jというのはフィールドワーク、

を中心に行なう。いま lつは、 1週間ごと 2コマを各担任の先生が全部、 f総合人間科jを担当さ

れるということです。これは、全学の理解と指導がないとなかなかできないことではなしゅ〉と患い

ましfこO

！！先生に1 させていただきたいのですが、従来からある と「総合人間科J

の関係はどういうふうに理解したらよろしいのですか。

芯JII お互いに連携を取り合っています。まず最初に、ホームルームの時間とに総合人間科Jの時

るのですが、そのときには進路部の方の「進学希望調査jをどこに入れるのか、総

合人間科のこの取り組みの後の万がいいだろうとか、科目選択の前の方がいいだろうとか、そうい

う具合に調節をしまして、両方で決めております。
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問中 ありがとうございました。

これまで各パネリストから一通り大きなテーマについてご説明をいただきました。

次に、今回の一つのテーマでありますキャワア教育として、どんな学習をすればよいのか。

しいテーマですけれども、この問題に進みたいと思います。私だけでしょうか。キャリ

しい、捉えどころがなかなか難しいと言っておるわけですが、

と各教科の関係がどのようになっているのか図解されていますので、

この点について後か色寺田先生にもう少し説明を加えていただきますけれども、キャ

も関連していること、また、特別活動、

の時間にもまたがっていること。すべてにまたがっているなか

キャワア教育だということでございます。

るのが

それでは、寺田先生からキャ 1) どについて説明いただけるとありがたいのです

が。

は先ほどの伊藤、石川の両先生が十分お話しされましたので、デュアノレシステム

めて2～3点だけ簡単に紹介させていただきます。田中先生から今、キャザア教育と他の教育の諮

との関認の説明がありました。一つ補足しておきたいのは、キャリ

あるいは初等＠中等教育とり関係で言えば、普通教育の中に原理あるいは教材として入り込んでい

くという関係と、高等学技の場合の職業教育との関係で雷いますと、キャリア教育というのは職業

いわば入口、あるいは職業教育の終わりの部分といいますか、そういうところを分揺すると

いう関係です。具体的な教育活動の取り組みとの関係で雷いますと、道路指導というの

上、特別活動という枠の中で位置づけられています。さらに、文科省の担当官によりますと、総合

的学習の時間で現在やり始めている内容のうち、 6割くらいが進路あるいはキャリア教育に関孫す

ることを取り扱っているというような報告をしておりました。

私の用意したメモには載せておいたのですが、キャリ ほとんど同じくらいの

1で捉えたいということがあるものですから、実は途中の中間報告書まではキャリ

大部分をラグビーのボール形に描いて、進路指導という文言を入れていたわけです。キャり

と進路指導がイコーノレではないという意味合いです。

あと少しだけ時間をいただき日本版デュアルシステムの話を簡単にさせていただきます。先ほど

水野部長から「若者自立＠挑戦プランJのご説明がございました。学技でのキャリア教育というの

は、高等学校に関しての狙いは普通科にあるということです。もちろん職業高校、専門高校も、 1 

人1社制学校推薦による就職システムがいろいろな問題がありますので、これからは学校推薦とい

う形だけではなく、生徒自身が自分で選ぶという点を重視していく方針の下で専門高校でもキャリ

ア教育が入っていくと患います。しかし普通科狙いが中心だと思います。

それに対して、日本版デュアルシステムというのは、主として専門高校であるとか、あるいは、

と思いますが、冒頭に田中先生から説明があったように、今

まで手をtrてなかった、あるい したけれども就職できない、あるい

した若者、いわゆるフリータ と職業能力開発と
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びつけたシステムを取り入れてしぺ試みが日本版デュアノレシステムです。日本政デュアルシステム

には、文部科学省のものと淳生労鶴省のものとの2つがあるわけです。ごく最近ですが、

おける日本版デュアルシステム

くらい

っております。

を推進してい

くということのようでございます。

他方、

の101きくらし

したばかりです。組織は小さい

どの都道府県でそヂル事業を進めるかということ よ

うです。 くらいで進めて行き、数としてはわずかなものですが、 16年度で4万人くちい

のフリーターを予防し紡ぐことを考えています。

ます。デュアルシステムの基本的仕組みですけれど、一つ

百ますと、厚生労働者の所管、職業能力開発機構の所管下にあ

職業能力開発大学校などと呼んでいるいろいろな組織やさらに

となり企業実習だとか有期パート就労の契約を結んでくれる

に歪IJらせるという形態と、もう 1つ

しましたように2つあり

これ

と

ということで、

が中心になって有期パート

ています。 3年とか1年半とか半年くらいの単位のものとか、いろいろ

ども、こういう形で学校から雇用への移行の非常に難し

できるだけ防いで、新しいシステムの中に取り込んで、いこうということであろうかと店、います。

られ

はあるようですけれ

りました本場ドイツのデ、ュアルシステムとの違いですが、要するにドイ

ツのデュアルシステムというのは、就職するという概念がもともと日本と違いますけれど、通常の

労識者になる、いわゆる労働契約を結ぷ前段賠iこ、 3分の2くらいが企業での訓練と現場

での実習訓練なのですけれども、それを結び、つけ、しかもそれが公的な職業資格に至るという

訓練です。熟練労働者あるいは熟練した社員を作るという訓練システムであります。

それに対して、日本で考えているのは、文部科学省の考えと厚生労働省のデュアjレシステム

子性格、役割が違いますけれども、熟練労働者の職業資格を販らせることは意図しておりませんし、

特定の、たとえば機械分野だとか電気分野の専門家を養成するというような、そういう専門をあま

り関わず、むしろ学校での教育訓練と現場での就労体験そのものを結び、つける。就労体験というの

が職業観形成とか自分の進路を具体的に決定していくとか、あるいは逆に、受け入れ先の企業での

採用可能性を開く。そういう けの連携型の教育だということです。そこ サごと店、います。

おわかりいただけたでしょうか。かなりラフな、あるいはブレキシフソレな、緩やかなデュアルシス

テムが日本版デュアルシステムではないかと思います。

田中 懇切了寧な説明をありがとうございました。最近で ュアルシステムも

されているようでございまして、平成16年度の4月以降東京で実際に週3日くらい企業におい

して、 28学ぶというようなことがホームページに出ておりました。先ほどからイン

ターンシップですとか職場体験の話が出ておりますけれども、現実に受け入れ先の企業の問題が大

きいのではないかとj思います。つまり、受け入れ先の拡大をどうするかということです。この点に
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ついて水野部長から、この取り組み

という、実際に仕事が体験で、きる

明もお願いしたいと思います。

と、それから、関西文化学圏都市にある「私のしご

きております。これをどう利用したらいいのか。こ

水野 先ほど申し上げましたように、若年者の雇用問題を解決するためには、若い人たち

対する理解とか自分自身に対する理解をどう進めていくかということ、そのためのキャリ

と患っておりますが、私どもの労働行政の立場からしますと、そういった在学中の人

たちに如何に職業体験をする機会を提訣していかなければならないと，忠っているわけです。そのた

めに、今お話がございましたインターンシップがあるわけですが、このインターンシップは、

と高校生に分けて行なわれています。インターンシップは、通常春休みや夏休みに 1週間か

ら2遊間程度、あるいはそれよりもう少し長いものもありますが、いずれにしましでも

るもので、職業に対する理解を深めるという意味では大変いい制度ではな

いかと思っております。 最近、学校の方でも熱心にお取り組みをいただきまして、参加を希望さ

れる学生や生徒さんも増えているわけですが、問題は就職の場合と同じように受け入れ先をどう

保するかということになるわけです。

この受け入れ先の確保につきましでは、大学生につきましては東海地域の大学や企業、経済問体

がメンバーとなった東海地域インターンシップ推進協議会という組識がございまして、私ども愛知

労働局といたしましでも推進協と協力してインターンシップの受け入れ先を探しております。それ

からまた、インターンシップが初めてという大学や企業につきましては、私どもの

センタ－Jの方で体験していただくという意味で、 1週間程度のインターンシップをご紹介させて

いただいています。

それから、高校生はジュニアインターンシップということで＇， 3日程度の職業実習とその前後の

講習を組み合わせた 5日程度のプログラムになることが多いわけですが、ジュニアインターンシッ

ブ。の受け入れ先につきましでも私どもの公共職業安定所と学校の方と協力をさせていただきながら

探しているわけでございます。

きましては、ジュニアインターンシッフ。の他に職業講話といいますか、最近はキャリ

ア探索プログラムと言っておりますけれども、実際に鶴いている入に学校に来てもらい、生徒さん

に織業について話をしてもらったり、働いている人に話をしてもらったり、あるい とい

うことで、実擦の職場を巨で見て、肌で感じていただくようなこともやっております。

ただ、今お話をしましたことは、本日のパネルディスカッションのテーマとしての

段階におけるJというところに痘接つながらないかもしれませんが、職業講話、キャリア探索プロ

グラムにつきましては、実際に働いている人に学校に来ていただき話をしてもらうという授業を来

年度からは中学校や小学校でもしていきたいと考えております。

それから、小学生や中学生にもお使いいただける職業体験の機会としてぜひお勧めしたいのが、

先ほどご紹介いただきました「私のしごと館」です。これは昨年の秋にオープンしまして、私ども

の浮生労動省の関係の独立行政法人でございます雇用能力開発機構が運営している若年者のキャリ

ア形成支援のための施設でござ、います。ここでは実際の職場を再現した中で、生徒さんが指導員の
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けながら効率的に職業を体験できるようになっています。特に、通常の職場見学やインター

ンシップでございますと、行った先の lつの職業しか体験できないわけでございますけれども、

「私のしと ではそノづくり で、 いま

きるようにしてあります。それ以外にも、約700識種

そ

コンの端末を使って呂出に映援で見れる仕組みもございまして、

供させていただいているわけでございます。それから、ここで

るいろいろ

さんだけではなくて、

ソ

に対しましでも

プなども実施していますので、多くの方々

おります。

キャリア形成支援に関するセミナーやワークショッ

な使い方をしていただけるのではないかと思って

陪中 水野部長どうもありがとうございました。次に、 と五JII先生に少し難しし も

しれませんけれども、先ほど、から出ています文部科学省からキャリ けて

自ましたが、そこにはキャリアカウンセリングを担当する教員の養成を含めいろいろ対応しなけれ

ばならないことが書いてあります。そこで、岩倉高校並びに名大開属ではどのように対応されるか。

これからですという答えでも結構でございます。何かコメントがあればお願いしたします。

先ほど申し上げましたように 1年生の「産業社会と人間」の設業が中心なのですが、 2

と3年生でも者子、似たような指導をしております。規模としてはl年生が大きいものですから、

1年生の秋には2年次、 3年次の科目選択を決定しますので、ほぼそういった方向で生徒が自分の

進路に合わせた学習をするという形が1年生では一応決まっています。ただ、絶えず、進路について

るような呼びかけをしておりますので、学年途中で進路希望を変わったりする学生もいます。

カウンセリングにつきましては、東京都ですとカウンセリング専門の教員がいる所もあると聞いて

おりまが、愛知県ではそこまで行っておらず、普通の教員、特にクラス担任が自分の抱えるクラス

の生徒を偲別に、公式、非公式に面接＠面談をやっております。キャリア教育という構えたところ

はないのですけれども、先ほどの実践の報告にありましたようにいろいろな形でま

せることを中心にしております。これもよく開くのですけど、佑の高校ですと 1

てl年位のんびりしようという傾向があると患いますが、本校の場合は入学直後から、

るのか問いかけますので、本校の1 しい思いをするらしいのですけれども、

かったという ってくれる子が多いのです。

田中 ありがとうございました。石川先生お願いします。

さ

ペコ

どうす

にはよ

石川 ～＼ に職業が見えにくい時代になってきたと年々強く思います。たとえ

の職業でありましでも、家だけの姿を見ていると何をしているのかわからない。職業についてもブ

ラックボックスが大きくなってきているので、生徒たちがなかなかモデソレを見っけにくい時代に来

ているのではないかと思っています。そういう中で、今までだったら家の稼業とか親戚の稼業とか、
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よそへ行けばそこにお店があって仕事が見えるという時代からどんどんそれが減っていますので、

そこを補っていくというのも時代の要請のーっかと思っています。かといって、学校でどれだけの

ことができるのかということですが、 lクラス40人で限られた教員の中では手が田らないのが現状

だと思っています。

しかし、その中で＼ と様々な取り組みをしているわけですが、 その全体の

して、それがスムーズに流れていくようなシステムづくりをしていきたいと忠っています。

たとえばインターンシップにおいて うことはできないにしても、夏休みとか

いますので、そうし していける窓口づくりをしてあげると良いかなと忠っ

ていま まで 自力で見つけてきてやってきたということなのですが、先ほどの

ジュニアインターンシップのシステムを利用させていただき、いろいろなシステムを使いながら、

ある取り組みを充実させていければ長いなと思っております。

田中 石川先生どうもありがとうございました。水野部長とのマッチングができたようでございま

す。最近、村上龍さんのれ3歳のハローワークJが大ベストセラーになっておりますけれど

境はだんだん整ってきました。あの本を克ますといろいろな職業が書いてあります。こういう

に就いてはいけないという職業まで書いてありますけれども、世の中の方は少しず、つ情報が増えて

きたという感じがいたします。

それでは、フロアの方から、 たくさんあると思いますので、どうぞお願いしま

す。

＜フロアから悟性に基いた、のびのびとした人生観＠

態に関しご意見の開諌があったが省略＞

こと と日本の教育の実

ご質問をどんどん受けたいと思いますけれども、しゅュがでございましょうか。

キャザア教育というのも、先生方によってそれぞれ解釈も違うようですけれども、何かよし

があれば事例の発表でも結構でございます。

それでは、ないようでしたら、私の万で若干のまとめをしてこの会を経わりたいと思います。

日のパネルでいろいろのお話が出されましたがキャリア教育にせよ進路指導にせよ、

問題が一番の鍵になるだろうと私には感じられました。去る 1月29

の

に関する実態調査を発表いたしました。一番求められる能力はコミュニケーション能力でしたが、

2番目が基礎学力となっており、基礎学力の重要性が指摘されていることに注目したいと思います。

なお、 3番目は責任感、 4番目が積援性＠外向性ということでしたが、これをどのようにし

するか、非常に難しい問題であります。

2つ自は、 ら取り組みが紹介されましたけれども、人生を生

き抜いて職業観を高めるキャリ されていたのではないかと思います。

水野部長もおっしゃっていましたけれど と自己理解、ないしは先生の万から言います

28 



と と生徒の自己理解が大切であること。自分の生き るために、

つげて堀冗して解決していくこと一つのキーワードであろうかと思います。

また、寺田先生からも話がありましたJ情報の取得の重要性です。進路に関する

どんな仕事があって、社会や産業の動向がどうなっているのかを知る活動です。名大附属の生徒の

例として出されましたが、自分でアポイントを取って、手紙を出して、ヒアリングをしてというよ

うなこともひとつ

さらに、

と思います。

も指擁されました。実際の紹介例として、

るといったことであったかと思い た会仇

るれわ

日のシンポジウムを行いまして強く感じたことは、職業体験にしましでもインターンシップにし

ましでも、事前の学習をよくやるということです。体験をした後に事後の学習をする。このことは、

キャリア教脊というよりは、人間の生き方ないしは勉強の仕方みたいなことだと思います。

欧米の書物などを見ますと、できれば卒業者の追指導、 OBを追いかけていくということですか、

この取り組みも今後我が国では必要になってくると思います。

以上、先生方から数多くのお話がございましたけれども、まずは16年度がキャリア教育元年とい

うことで、 1年後に、再びこうした場所で愛知県の一番素晴らしい取り組み事例を発表できること

を祈念して、この会を終えたいと思います。パネリストの皆様どうもありがとうございました。

手でお願いいたします。

ンターという 大学の教官と附属の教官が一緒になりまして、

しいカリキュラムを開発していくというところが中心で、はないかと患っておりますが、その中にキャ

リア教育というような部門もございまして、それが今日のこういう会となって結実したと思います。

日の路 孝雄先生のお話、それからシンポジウムも、本当にそういう

お話であったと思います。本当にありがとうございました。

我々も、今日のお話をしっかり受け止めて、これからの研究活動に活かしていきたいと患います。

に多数の方に りいただきまして誠にありがとうございました。
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